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「 笑　　 べ　　　し 」

日　 本　 －

郷 沢 青 年 会｢ 笑 ぺ し」日 本 一

郷
沢
青
年
会
機
関
誌
「
笑

べ
し
」
が

全
国
青
年
団
機
関
誌
・
ソ
ク
ー
ル
で
、

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
青
年
団
体
連
絡
協
議

会

の
「

ひ
ょ
ろ
、
ひ
ょ
ろ
」
と
郷
沢
青

年
会
の
「
笑

べ
し
」
と
二
部
参
加
し
ま

し
た
。
県
大
会
で
は
、（

連
絡
協
議
会
）

の
部
で
「

ろ
よ
ろ
、
ひ
ょ
ろ
」
、か
最
優

秀
賞
に
単
位
団
の
部
で
「
笑
べ
し
卜
か

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
二
作
品
、か
青
森
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
品
さ
れ
た
わ
け
で
す

が

み

ご
と
「

笑
べ
し
」
が
全
国
最
優
秀
嘗

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
森
県
代

表
と
し
て

は
初

め
て

の
こ
と
で
、
県
内
で
も
一
躍
脚
光

を
あ
び
ま
し
た
。
郷
沢
青
年
会
で
は
、

ま
さ
か
自
分
達
の
編
集
し

た

機

関

誌

「
笑
べ
し
」
が
日
本
一

に
な
ろ
う
な
ど
と

は
、
夢
に
も
考
え
な
か
っ
た
こ
と
で
、

あ
ま
り
の
朗
報
に
び
っ
く
り
し
て
い
る

次
第
で
す

。
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中央公民館新築工事着工

<一階平面図〉

<二階平面図〉

村
民
待
望
の
中
央
公
民
館
が
こ
の

春
か
ら
工
事
着
工
を
す
る
こ
と
に
か

り

ま

し

た

。

今
ま
で
は
、
旧
役
場
が
中
央
公
民

館
と
し
て
、
村
民
間
に
活
用
さ
れ
て

来
ま
し
た
が
、
近
年
と
く
に
社
会
教

育
が
全
国
的
に
さ
け
ば
れ
重
要
視
さ

れ
て
来

ま
し

た
。

と
こ

ろ

が
施
設

の

面
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
と
も
相
当

遅
れ
て
お
り
公
民
館
の
建
設
が
望
ま

れ
て

お
り
ま
す
。

我
が
村
で
は
子
ど
も
会
活
動
か
ら

高
令
者
ま
で
巾
広
く
活
動
し
て
お
り

公
民
館
の
完
成
と
と
も
に
一
段
と
活

発
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う

。
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昭
和
四
十
九
年
度

蓬
田
村
教
育
功
労
者
表
彰
式

去
る
三
月
二
十
六
日
教
育
功

労
者
表

彰
式
が
行
な
わ
れ
左
記
の
方
々
が
表

彰

を
受
け
ま
し
た
。

Λ
表
彰
者
▽

森
　

直
子
　

中
体
連
県
大
会
八
十
米

（

Ｉ

ド
ル
ニ
位

八
戸
正
子
　

中
学
生
人
権

に
関
す
る

作
文
入
賞

郷
沢
青
年
会
　

全
国
青
年
団
贍
関
誌

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

賞

蓬
田
村
青
年
団
体
　

青
森
県
青
年

団

連
絡
協
議
会
　
　
　

機
関
誌

ゴ
ン

グ

ー
ル
最
優
秀

嘗

Λ
感
謝
状
∇

蓬
田
中
学
校
建
築
協
力
者

坂
本
孫
九
郎
、
清
水
信
造
、
小
松
宗

笹
村
正
行
、
佐

々
木
順
一
、
小
猿
粕

雄
、
藤
本

幸
雄

み

ん

な

で

春

の

防

犯

を

蓬

田

警

察

官

駐

在

所

春
の
交

通
安

全
運
動

犯
罪
を
季
節
に
よ
っ
て
分
け
て
み
ま

す
と

″
夏
型
″
と

い
う
こ
と

が
で
き
ま

す
。
草
木
の
芽
も
ほ
こ
ろ
ぶ
四
月
ご
ろ

か
ら
盗
難
を

は
じ
め

い
ろ
い
ろ
の
犯
罪

、か
増
え
続
け
、
九
月
、

十
月

に
最
も
多

く
発
生
し

ま
す
。

警
察
で
は
、
犯
罪
の
多
発
期
に
入
る

前
に
皆

さ
ん
と
共
に
防
犯
体
制
を
整
え

皆
さ
ん
に
犯
罪
の
な

い
明

る
い
春
を
渦

ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
四
月
十
六
日
か

ら
一
ヶ
月
間
、

ア
キ

ス
の
予
防
、
暴
力

迷

惑
行
為

の
追
放
、
少
年

の
非
行
防
止

幼
児
子
供
の
水
死
事
故
防
止
等
を
目
標

に
春
の
防
犯
運
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。

効
果
あ

る
地
域
防
犯

を
進

め
る
に
は

ま
ず
、
一
軒
一
軒
の
防
犯
を
し
っ
か
り

や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ

の
機
会
に
わ
が
家
の
防
犯

を
確
か

め
て
み
る
よ
う
に
お
願

い
し

ま
す
。

Ｏ

カ
ギ
か
げ
声
か
け
て
ア
キ
ス
を

防
ご
う

○

み
ん
な
の
勇
気
と
協
力

で
暴
力

を
な
く
そ
う

○

家
の
近
く
に
あ
る
池
や
水
た
め

に
は
サ
ク
な
ど
を
設

け
る

Ｏ

の
っ
て

は
な
ら
な
い

々
く
ち
ぐ

る
ま
夕

五

月
十
二
日
か
ら
五

月
二
十
一
日

ま

犬

の

飼

い

放

し

自
賠
責
保
険
を
忘
れ
ず

犬
の
飼
い
放
し

は
、
処
分
さ
れ
ま
す

か
ら
必
ず
、
ク
サ
リ
か

ロ
ー
プ
等
で
つ

な
ぐ
等
し
て
居

い
て
下
さ

い
。

畑
作
を
荒
し

た
り
、
人
に
危
害
を
加

え
た
り
等
し
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て

は
お
互

い
に
困
り
ま
す
。

犬
の
飼
い
放
し

は
や

め
て
下

さ
い
。

。・（

イ

ク
（
原

付

）

を

み

る

と

自
動

車

損

害
賠

償

保

障
法

に
定

め
る
保

険

を
契

約

し

か

い
で
、

乂

、

契

約
叨

れ

た

。（

イ

ク

を
運

転

し
て

い

る
方

が

多

い
よ
う

で

す

。車

両

は

す

べ
て

運

行

す

る

に
際

し

保

険

を
か

け

な
け

れ

ば
運

行

で
き

ま

せ

ん

こ

れ

に

違
反

し

た
方

は

処

分

さ

れ

ま
す

か

ら
。（

イ

ク

を

お

持
ち

の

方

は

よ
く

確

か

め
て

保

険

の

不
契

約

の

な

い

よ
う

に

し

て

下

さ

い

。

○

急
ぐ

ほ
ど
　

減
ら
す
燃
料
　
瑁

寸

危
険

○
手

を
か
そ
う
　

ち
っ
ち
ゃ
な
子

ど
も
と
　

お
年
寄

り

Ｏ

急
い
で
も
　

よ
い
子

は
守
る

マ
マ
と
の
約

束

で
の
十
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
連

動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な

り

ま

し

た
。昨
年

に
比
べ
、
蟹
田

警
察
署
管
内

は

死
亡
事
故
こ
そ
な

い
、か
交
通
事
故
発
生

が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
で
、
警
察
本
部

か
ら
、
交
通
事

故
多
発
署
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
強

力
な
指
導
取
締
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ

で
す
。
事
故
防
止
に
は
、
何
分
に
も
村

民
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願

い

し

ま

す
。

国

民

年

金

シ

リ

ー

ズ

物
価
が
上
が
れ
ば
年
金
も
上
が
る

区　　　　　　　　分　　！・　　ｬ ∩ 改 正 案 ） 旌引

拠出年金

○年金額の引上げ

老齢年金（10 年年金）

〃　　（
５年年金）

〃　　（５年年金）

障 害 年 金（１級）
〃　　　　 （２級）
母 子（準）遺 児 年 金

特例老齢年金の終身化
（78 条）

福祉年金

○年金額の引上げ

老齢福祉年金

障害福祉年金（１級）
〃　　　 （２級）

母子・搴母子福祉年金
老 齢 特 別 給 付 金

○所得制限の緩和

・本人所得制限
老　齢・障　害
母　子・準母子

・扶養義務者所得制限

○恩給等の併給制限の緩
和

(物 か ライトにより22 ％増額ﾉ50 年 ９月

月額　14,512 円　　　　17,705円　　〃
〃　　9,288 円　　　11,331 円　 〃1　　　13,000円50 年10月

〃　29,025 円1　　　35,410円50 年 ９月

々　23,220 円1　　　28,328円　　〃
〃　23,220 目　　　28,328 円　　〃
70歳から福祉 口O 歳以後も拠
年金支給　　　 出年金支給

月額　7,500 円　　　12,000 円50 年10月

々　11,300 円　　　18,000 円，　〃
〃　　7,500 円　　　12,000 円　　〃
9,800円1　　　15,600円|　　〃
5･500円1　　　　9･000円I　　″

1

(1人)　90 万 円!　　　120 万円50 年５月

(1人μ07万3千 円1　　　267 万円　　〃
( ６諳 泉 水　876

千

″

16万 円1　　　　24万円初年10月

生 ま れ た 年 月 日 期 川

大正５年４月１日以前生れ 10年

大正５年４月２日～大正６年４月１日 11年

大正６年４月２日～大正７年４月１日 12乍

大正７年４月２日～大丁８年４月１日 13年

大正８年４月２日～大正９年4 月１日 14年

大正9rg4月２日～大正10年4 1111日 15年

大正10年４月２日～大正11年４月１日 16年

大正11年４月２日～大正12年４月１日 17年

人正12年４月２日～大正13年４月１日 18年

大正13年４月２日～大正14年４月１日 19年

人正14年４月２日～大正15年４月ｌ凵 20年

大正15年４月２日～昭和２年４月１日 21年

昭和２年４月２日～昭和３年４月１日 22年

昭和３年４月２日～昭和４年4月１日 23年

昭和４年４月２日～昭和５粲４月１日 2･に

昭和５年4j12日以肝心れ 、iT.

老齢年金受給に必要な最低

保険料納付期間

拠
出
年
金
額

の
物
佰

ス
ラ
イ
ド
泱
諳

と
福
祉
年
金
額

の
大
幅
引
上
げ
を
大
き

な
柱
と
し
た
昭
和
五
十
年
度
の
国
民
年

金
法
改
正

案
が
二
月
十
二
日
国
会
に
提

出
さ
れ
、
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

加
入
心
れ
、
未
納
保
険
料
の
あ
る
方

は
役
場
へ

お
い
で
下
さ

い
。

国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い

方
、
未

納
保

険
料

の
あ
る
方
は
昭
和
五

十
年
十
二
月
末
日
ま
で
に
支
払
わ
な
い

と
将
来
国
民
年
金
を
受
給
出
来
ま
せ
ん

の
で
役
場
へ
き
て
手

続
き
を
し
て
下

さ

い
。
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昭和50年度　一般会計算は

5億9千400万円

歳
入
歳
出
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
五
億
九
千
八
百
四
拾
三
万
八
千
円
と
な
り

ま
し

た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は

Ｔ
グ
ラ
フ
を

参
考
）
地
方
交
付
税
の
三

億
四
千
六

百

二
（

万
四
千
円
で
全
体
の
五
七
、

八
四
％

、
つ
づ
い
て
国
県
支
出

金
の

一
億
六
百
七
拾
五
万
七
千
円
で
一

七
・

八
四
％

と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
村
の
予
算
の
七
五
・

六
八
％

は
国
や
県
か
ら
の
依
存
財
源

に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
負
担
し
て

も
ら
っ
た

村
税
は
、
四
千
一
五
万

六
千
円
で
全

体
の
六
・
七
％

で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
。
教
育
費

嵋

一
億
七
千
三
百
三

拾
万
八
千
円
で
合

体
の
二
八
・
九
六
％

で
す
。

つ

づ
い
て
、
総
務
費
の
一
億
一
千

三
百
二
拾
四
万
三

千
円
で

全
体
の
一

八
・
九
二
％

、
農
林
水
産
業
費
の
一

億
九
百

六
拾
五
万
九
千
円
で
全
体
の

一
八

こ

匸
一
％

と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
入

歳

出

歳　　 出

歳出合計　598,438 千円

一世帯当り　598,438円

一 人当り　　127,375 円

衛　 生　 費

19,724千円

3.30%

議　 会　 費

23,258千円

3.89%

農 林 水産 業 費

109,659千円

18.32%

商　 工　 費

5,805千円

0.97%

総　 務　 費

113,243千円

18.92%

公　 債　 費

18,650千円

3.12%

土　 本　 費

30,614千円

5.12%

諸支出金・予備費

2,141千円

0.35%

民　 生　 費

76,891千円

12.85%

教　 育　 費

173,308千円

28.96%

消　 防　 費

25,118千円

4.20%
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歳　　　　出 歳　　　 入

特別会計 国民健康保険は１億２千５００万円 で す

本
村
社
会
体

育
振

興
の

た
め
に
県
教

育
委
員
会
事
務
局
か
ら
、
奈
良
良
成
先

生

が
着
任
し
ま
し
た
。

奈
良

先
生
は
、
青
森
市
立
甲
田
中
学

校

に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。

教
員
生
活
は
二
十
四
年
で
現
在
四
十

三
才
で
す
。

自
宅

は
青
森

市
立
原
別
で
旧
東
北
線

跡
地
あ

た
り
で
バ
ス
の
停
留
所
ま
で

は

歩

い
て
三

分
位

の
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
何

ん
で
も
こ
な
す
万
能

選
手
で
す
。

近
年
と
く
に
社
会
体
育
の
振
興
が
さ

け

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
村
の
社
会
体

育
も
着
実

に
村
民
の
間
に
定
着
し
て
来

て
、
村
内

の
体
育
大
会
や
そ
の
他

い
ろ

い
ろ
な
大
会

も
年

々
盛
ん
に
な
っ
て
来

て

い
ま
す
。
又
、
昨
年
の
県
民
体
育
大

会
で

は
、
総
合
で
第
五
位
、
女
子

、（

レ

し

ボ
ー
ル
の
部
で

は
準
優
勝
、
卓
球
の

部

で
は
第
三
位
と
、
も
う
一
歩

の
と
こ

ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

今
年

は
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
奈

良
先
生

を
迎
え
、
子

ど
も
達
か
ら
お
年
寄

り
の

一
、
氏
名
　

坂
本
　

毅
　
四
十
八
才

二
、
現
住
所

東
津
軽
郡
蓬
田
村
大
字
中
沢
字
艢

田
三

十
二

番
地

三
、
前
任
校

蟹
田
町
立
蟹
田
中
学
校

四
、
家
族
構
成

父
・
坂
本
隆
綱
、

母
・
坂
本
ソ
ワ

妻
・
坂
本
セ
ツ
ヱ

長
女
・
坂
本
淑
子
　
　
　

公
務
員

二
女
・
坂
本
尚
子
　
　
　

大
学
生

三

女
・
坂
本
賢
子
　
　
　

高
校
生

四

女
・
坂
本

久
美
子
　
　

小

学
生

八
人
家
族
同
居

五
、
趣

味
盆
栽
、
書

を
見

る
こ
と

日
用

大
工

六
、
蓬
田
小
学
校

の
第
一
印
象

］
‥
、
緑

に
囲

ま
れ

た
学
園
で
自
然
環

境
も
よ
く
立
派
な
校
舎
子
ど
も
だ

一
、
氏
名
　

工
藤
精
記
　
四
十
二
才

二

、
現

住
所
　

青
森
市
大
字
小
橋

三

、
前
任
校
　

蟹
田
町
小

国
小
学
校

四

、
家
族
構
成

母
、
妻
、
二
男
一
女
、
計
六
人

五
、
趣
味釣
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、
（
双
方
観

察

、か
主
）

六
、
蓬
田
小
学
校
の
第
一
印
象

Ｉ

．
職
員
の
明
朗
さ
を
感
じ
る

２

．
児
童
は
純
な
れ
ど
も
、
や
や
粗

雑
の
感
あ
り
。

３
．
財
政
の
豊
さ
を
、
児
童
の
机
、

椅
子
、
職
員
室
の
机
を
見
て
感
じ

る
。

４
．
児
童
の
体
力
の
な
さ
に
基
礎
力

の
育
成
の
要
あ
り
と
思
う
。

５
．
「

村
づ
く

り
は
教
育
か
ら
」
の

嬋
傍
と
大
躍
進
の
途
上
に
あ

る
こ

と
を
肌

に
し
み
る
。

方
々
ま
で
巾
　
　

ス
ポ
ー

ツ

に

親

し

み
、

ス
ポ
ー
ツ
を
村
民

の
間
に
定
着
さ

せ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ち
が
幸
わ
せ
で
あ
る
と
思
う
。

Ｏ

、
職
員
室

の
空
気
が
和

気
あ

い
私

い
の
感
じ
を
受
け
た
。

臼

、
児
童

は
粗
雑
さ
か
お

る
が
素
髟

で
教
育
に
期
待
が
も
て
る
。

四

、
施
設
設
備
状
況
か
ら
村
当
局
の

教
育
に
対
す
る
期
待
と
情
熱

が
弓

か
が
わ
れ

る
。

蓬
田
小
学
校
新
任

先
生
を
紹
介

奈
良
先
生
を

紹
介
し
ま
す
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一
、
氏
名
　

横
山
　

勉
　
二
十
七
歳

二
、
現
住
所

蓬
田
村
阿
弥
陀
川
汐
干
一
九
八
番

地
（

住
宅
）

三
、
前
任

校

三
戸
郡
南
郷
村
立
古
里
小
学
校

四
、
家
族
構
成

妻
子

な
し

。
半
独
身

五
、
趣
味野
球

六
、
蓬
田
小
学
校
の
第
一
印
象

広

い
校
庭
、
立
派
な
バ
ッ
ク
ネ

ッ

ト
明

る
く
並
ぶ
平
屋

の
学
舎
・
子

供
の
姿

は
見
え
ね
ど
も
、
職

員
会

議
の
熱

っ
ぽ
さ
、
窓
越
し
に
見
え

る
わ
ら
焼
き
の
煙
も

あ

な

あ

わ

れ
。

五
、
趣
味
旅
行
す
る
こ
と
（
？
・
）

六
、
蓬
田
小
学
校
の
第
一
印
象

廃
棄
寸
前
の
前
任
校
か
ら
き

た
せ

い
か
、
広
く
て
明
る
い
施
設
の
蓬

田
小
学
校
で
学
べ
る
子

ど
も

た
ち

は
幸
せ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
子
ど

も

た
ち
も
元
気
で
明

る

い

で

す

ね
。
し

か
卜
落
ち
着
い
て
話
を
聞

け
な
い
于

や
自
分
の
考
え
を
発
表

す
る
の
を
奸

ま
な

い
子
も
大

ぜ
い

い
る
み
た
い
で
す
ね
。

蓬
田
中
学
校
新
任

先
生
の
紹
介

三

月
の
定
期
異
動
で
次
に
紹

介
す
る

五
人

の
先
生

が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。

『

氏
名
　
成
田
順
子
　
二
十
七
歳

二

、
現
住
所

青
森
市
古
川
二

丁
目
一
の
十

三
、
前
任
校

下
北
郡
東
通
村
立
尻

労
小
学
校

四
、
家
族
構
成

父
母
、
祖
母
、
叔
母
計
五
人

一
、
氏
名
　

前
田
玲
一
郎
（
教
頭
）

二
、
年
令
　

満
四

十
八
歳

三
、
居

住
地
　

青
森
市

四
、
通
勤
方
法

汽
車
通
（
青
森
－
－

郷
沢
）

五
、
家
族
状
況

四
人
（
娘
さ

ん
二
人

）

六
、

教
職
年
数
　
二
〇
年

七
、
趣
味
読
書
（
傾
向
と
し
　
　
　
一
な
し
）

气

氏

名
　

笹
　

武

志

（

教

諭

）

二

、

年

令
　

満

三

十

二

歳

三

、

居

住

地

郷

沢

（

教

員

住

宅

）

四

、

通

勤

方

法
　

徒

歩

五

、

家

族

状

況

三

人

（

女

の

子

ど

も

さ

ん

一

人

）

六

、

教

職

年

数
　

七

年

七

、

趣

味

レ

コ

ー

ド

鑑

賞

・

登

山

八

、

特

技
　

特

に

な

し

九

、

ス

ポ

ー

ツ

、、バ
ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

、

、、バ
レ

ー

、

卓

球

一

〇

、

嗜

好

酒

〇

・

六

召

輿
（

コ
ニ

○

本

一

一

、

本

校

へ

赴

任

さ

れ

た

勁

匳

等

八
、
特
技
　

速
記

九
、

ス
ポ
ー
ツ

テ
ュ
ス
（
若
い
頃
）

一
〇
、

嗜
好

酒
（
〇
・
五
召
）

タ
バ
コ
（
十
五
本
）

一

二

本
校
へ
赴
任
さ
れ
た
動
機
等

―
特

に
な
い
が
前
任
校

の
よ
う
に
長

く
腰

を
据
え
て
教
育
に
打
ち
込
み

た
い
。

・
教
育
機
器
設
備

の
豊

富

な

学

校

で
、
学
力
向
上
に
ベ
ス
ト
を
尽
し

た
い
。

一
、
氏
名
　

奥
谷
福

太
郎
（
教
諭
）

二
、
年
令
　

懣

二
十
二
歳

三
、
居
住
地
　

蟹
田
町
（
借
家
）

四
、
通
勤
方
法
　
汽

車
通

五
、
家
族
状
況

二

人
（

奥
さ
ん
と
）

六
、
教
職

年
数
　

五
年

七
、
趣
味
　

観
劇
・
山
歩
き

八
、
特
技
な
し

九
、
ス
ポ
ー
ツ

水
泳
・
剣
道
・
野
球
・

ス
キ
ー

一
〇

、
嗜
好
　

皆
無

一

二

本
校
へ
赴
任

さ
れ
た
動
機
等

・
光
り
輝
く
玉
松

を
目
ざ
し
本
校

で

が
ん
ば
り
た
い
。

『

氏

名
　
野
村

昭
子

二
、
年
令
　
満
三
十
二
歳

三
、
居
住
地
　

広
瀬
（
教
員
住
宅
）

四
、
通
勤
方
法
　
汽

車
通

一
、
氏
名
　
渡
辺
洋
子

二
、
年
令
　
満
二
十
三

歳

三
、
居
住
地
　
青
森
市

四

、
通
勤
方
法
　

汽
車
通

五
、
家
族
状
況

二
人
（

ダ
ソ
ナ
さ
ん
と
）

六
、
教
職

年
教
　

三
年

七
、
趣
味
旅
行
・
読
書
（

文
学
）

八
、
特
技
　

な
し

九
、
ス
ポ
ー
ツ
　
ス
キ
ー
・
水
泳

一
〇

、
嗜
好

酒
は
〇
・
一
ぶ
程
度

一

二

本
校
へ
赴
任
さ
れ
た
動
機
等

ひ
小
学
校
勤
務
か
ら
脱
脚
し
中
学
校

勤
務

を
望

ん
で
い
た
ら
願

い
が
叶

え
ら
れ
た
。

五
、
家
族
状
況

四

人
（
男
の
子
二

人
）

六
、
教
職
年
数
　

一
〇

年

七
、
趣
味
　

読
書
・
手
芸

八
、
特

技
　
な
し

九
、

ス
ポ
ー
ツ
　

ス
キ
ー

一
〇
、

嗜
好

酒

は
舌
先
で
な
め
る
程
度

一

二

本
校
へ

赴
任

さ
れ
た
動
機
等

Ｉ
Ｌ
Ｌ
（
語
学
学
習
装
置
）
で
英
語

の
授
業
し
た
い
。
学
力
向
上
を
図

り
た
い
。
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に
申
し
出
て
、
再
交
付
の
申
請
を
し

て
下
さ

い
。
申
し
出
が
遅
れ
る
と
、

そ
れ
だ
け
事
故
発
生
の
危
険
性
が
多

く
な
り
ま
す
。

○
印
鑑
登
録
者
が
死
亡
さ
れ
た
と
き

や

村
外
に
転
出
さ
れ
る
と
き
は
、

す
み

や
か
に
「

印
鑑

登
録
証
」
を
返
し
て

い
た
だ
き

ま
す
。

〔
新
し

い
印
鑑
制
度
の
実

施
時
期
は

…
…

〕

○
昭
和
五
十
年
七
月
一
日

か
ら
実

施
さ

れ
ま
す
。

○
新
し

い
制
度
の
実
施
に
よ
る
印

鑑
登

録

の
切
り
替
え
に
つ

い
て
は
、
印
鑑

登
録
者
各
位
の
何
分
の
ご
協
力
を
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
と
は

○
印
鑑
登
録
者
で
あ
る
こ

と
が
証

明
さ
れ
た
書
面
で
あ

り
、
印
鑑

事
務
上
、
登
録
印
鑑

の
代
り
の

役
割
を
す
る
も
の
で
す
。

Ｏ
「
印
鑑
登
録
証
」
を
役
場
の
窓

口
に
持
参
し
た
者

は
、
本
人
あ

る
い
は
そ
の
代

理
人
で
あ
る
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

Ｏ
「
印
鑑
登
録
証
」
の
提
示
が
な

け
れ
ば
、
た
と
え
登
録
印
鑑
を

持
参
し
て
も
、
印
鑑
証
明
書
の

交
付
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｏ
「
印
鑑
登
録
証
」
に
は
、
登
録

番
号

だ
け
で
住
所

や
氏
名
な
ど

一
切
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

か
ら
、
取
り
扱

い
に

は
充
分
注

意
し
て

い
た
だ
き

ま
す

。

Ｏ
「

印
鑑
登
録
証
」
の
交
付
又

は

再
交
付
の
手
数
料

は

Ｉ
件
に
つ

き
百
円
で
す
。

ひ

と
り
じ

ゃ
な

い

蓬
田
中
学
校
三
年
Ｂ
組

八
　

戸
　

正
　

子

「

あ

の
人

は

自

分
勝

手

す

ぎ

る
。
」

と

い
う

こ

と
ば

が

私
達

の

お
し

ゃ
べ

り

の
中

に

よ
く

出

て
く

る

の
を

耳

に

し

ま
す

。
何

げ

な

く
言

っ
て

い
ま

す

が
、

よ
く

考

え

て

み

る

と
勝

手

だ

と

い
う

こ

と

は
、

自

分

の
つ

ご
う

の

い

い

よ
う

に

わ

が

ま

ま

す

る

と

い
う

こ

と
で

す

。
自

分

の

つ

ご
う

だ

け

考

え

て

、

他

人

の

意

見

や
他

人

の

言

っ
て

い

る
こ

と

を

、

受

け
入

れ

な

い
と

い

う
こ

と

に
つ

な

、が

る

の
で

す

。
私

た

ち

の
学

級

に
例

を

と

っ
て

言

っ
て

み

ま
し

ょ
う

Ｏ

テ

ス
ト

が

近

づ

く

と
歴

史

の

年

号

の
暗

記

や

各

教

科

の
重

要

事

項

や

重

要

語

句

の
暗

記

な

ど
と
教
室
内

は
、
自
習
時
間
、
休
み
時

間
な
ど
、
ざ
わ
つ
い
て
き
ま
す
。

そ

れ
は
、
勉
強
で
す
し
、

い
っ
こ
う

に
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し

中
に

は
ひ
と
り
だ
け
大
き
な
声
で
ペ
ラ

ペ
ラ
記
号
辛
年
号

な
ど
を
言
っ
て
、

ま

わ
り
の
Ａ

か
耳

を
お
さ
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、

ひ
と
り
の
た
め
に
た

く

さ
ん
の
Ａ

が
被
害

を
う
け
る
と
い
う

こ

と
も
あ
り
ま
し

た
。

そ
れ
よ
り
、
も
っ
と
こ
ま
る
の
は
教

室
内

を
走
り
回
り
、
机
の
整
と
ん
を
悪

く
す

る
ば
か
り
か
、
大
の
勉
強
に
ま
で

害
を
及

ぼ
す
大
で
す
。
だ
れ
か
が
注
意

す
る
と
「

勉
強
家
／
」
「

休
み
時
間
は

自
由

だ
。
」
「

関
係
な
い
。
」
な
ど
と

い
う
の
で
す
。
「
勉
強
し
ろ
。
」
と
、

言

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
自

分

ひ
と
り
の
行
動
で
み

ん
な
が
困

る
と

い
う
こ

と
を
考
え
て

ほ
し

い
の
で
す
。

話
し

を
す
る
な
ら
し
て
も

い
い
。
た
だ

し
小
さ
な
声
で
言

っ
て
ほ

し

い

の

で

す
。
た
だ
そ
れ
だ
げ
な
の
で
す
。

私

は
、
自
分
の
行
動

は
、
ま
わ
り
に

対
応
し
て

い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と

思
う

の
で
す
。
自
分

の
意
志
、
行
動
、

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
し
か
し

自
分

が
自
分
の
意
志

や
行
動
を
こ
よ
な

く
犬
切
に
思
え
る
よ
う
に
、
他
の
大

だ

っ
て
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
他
の
人

の
意

印
鑑
証
明
制
度

こ
の
た
び
、
印
鑑

事
務

の
合
理
化
と

住
民
の
利

便
を
増

進
す
る
た
め
、
印
鑑

証
明
の
制
度
を
改
正

す
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

改
正

の
時
期

は
、
本
年
七
月
一
日
か

ら
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
内
容
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
主
な
改
正
点
は
…
…

〕

○
印
鑑
登
録
者

に
は
「

印
鑑
登
録
証
」

が
交
付

さ
れ
ま
す
。

○
印
鑑
登
録
の
で
き
な

い
者
の
範
囲
球

①
　

満
十
五
未
満
の
者

②
　

禁
治
産
者

に
な
り
ま
す
。

○
登
録
で
き
な
い
印
鑑
の
範
囲
が

①
　

一
辺
二
十
五

ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の

正

方
形

に
収
ま
ら
な
い
も
の

②
　

一
辺
ハ

ミ
リ

メ
ー
ト

ル
の
正
方

形

に
収
ま
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

○
委
任
状
の
制
度

が
廃
止
さ
れ
ま
す

。

〔
こ
れ
か
ら
の
印
鑑
制
度
の
あ
ら
ま

し
は
…
…

〕

Λ
印
鑑
を
登
録
さ
れ
る
と
き
∇

一
い
　
本
Λ

が
す

る
と
き

○

登
録
す
る
印
鑑
を
添
え
て
、
村
長

に

印

鑑
登
録
の
申
請
を
す
る
と
、
「
印

鐡

登
録
証
≒

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
但

し
登
録
申
請
の
際
、
本
人
で
あ
る

こ

と

が
確

認

で

き

な

い

と
き

は

。
决

ら

た

め
て

本

人

に

郵

便

で
照

会

し
、

そ

の
回

答

書

の

提

出

が

あ

っ

た

と
き

「

印

鑑

登
録

証

≒

か

交

付

さ

れ

ま
す

口
　

代

理

人

が
す

る

と

き

○

登

録
す

る
印

鑑

及

び

委

任

の

旨

を
証

す

る

書
面

（

印

紙

不

要

）

を
添

え
て

村
長

に
印

鑑

登
録

の

申

請

を

す

る

。

○

村

長

は
、

あ

ら

た

め
て

本
人

に

郵

便

で

照
会

し

、

そ

の
回

答

書

の

提
出

が

あ

っ

た

と
き

「

印

鑑

登

録

証

」

が
交

付

さ

れ

ま

す

。

〔
印

鑑
証

明

書

が
必

要

な

と

き

は
・
：

〕

］
‥
　
本

人

か
す

る
と

き

Ｏ

「

印

鑑

登

録
証

」

を

添

え

て
、

村
長

に
印

鑑
証

明

書

交

付

申

請

書

を

提
出

し

て
下

さ

い

。
（

登

録

印

鑑

を

持
参

す

る

必
要

は

あ

り

ま
せ

ん

）

口
　

代

理
人

か

す

る
と

き

○

印

鑑

登

録
証

を

必
要

と

す

る

者

の
「

印

鑑

登

録

証
」

を
添

え

て

、

村

長

に

印

鑑

証

明

書

交
付

申

請

書

を

提

出

し

て

下

さ

い

。
（

登

録

印

鑑

や

委

任

の

旨

を
証

す

る

書
面

な

ど
一

切

必

要

あ

り

ま

せ

ん
）

〔

そ

の
他

…

…

〕

Ｏ

「

印

鑑

登

録
証

」

は
大

切

に

保

管

し

て

い
た

だ
き

ま
す

。

○

も

し
亡

失

さ
れ

た
と

き

は

す

み

や

か

蓬　　　　　　　　　門

昭和49年度中学生人権に関する作文入賞作品
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○

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

厦　　　　　　　　　 門第　95　号

洒
や
行
動
も
大
悗
に
し
な
け
れ
ば
な

ら

な
い
と
思
う
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
世
の
中
は
、
自
分

ひ

と
り
で

は
な

い
の
で
す

。
他
の
人
も
い

る
の
で
す

。
も
ち
ろ
ん
ひ
と
り
で
は
生

き
て
ゆ

げ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
他
の
人

を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

最
近
文
化

が
進
む
に
っ
れ
て
、
人

の

や
さ
し
さ
や
思

い
や
り
が
失
な
わ
れ
つ

つ
あ
る
と
言

わ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
を

大
切
に
し
た
い
気
持
が
強
け

れ
ば
強

い

ほ
ど
、
他
人
へ
の
や
さ
し
さ
思

い
や
り

が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分

の
権
利
を
主
張
す

る
と
と
も
に
、
他
の

人

の
権
利
を
認
め
て
や
る
こ

と
の
土
台

に
な

る
と

い
え
る
で
し

ょ
う
。
（
完
）

Ｔ

」
の
作

品
は
、
青
森
地
方
法
務
笳

・
青
森
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
共
催

の
中
学
生
人
権

に
関
す
る
作

文
募
集
に

応
募
し
た
作

文
四
二
六
編
中
「
優
秀
作

品
」
五
編
の
う
ち
の

匸
榻
に
選

ば
れ
た

作
品
で
す
。
こ

の
ほ

か
蓬
田
中
学
校
か

ら
「
佳
作
」
と
し
て
吉
田
律
子
さ
ん
、

中
村
康
子
さ
ん
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

近
年
社
会
生
活

の
多
様
化

に
と
も
な

い
、
人
権
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
開
顕

が
起

っ
て

い
る
こ
と

は
、
新
聞
、
テ

レ

ビ
等
で
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
問
題

が
起
き

た
と
き
、
あ
な
た
の
身
近
に
い
て
、

い

ろ
い
ろ
ご
相

談
を
受
げ
る
「
人
権
擁
護

委
員
」
の
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
？

本
村
で
は
次
の
三
人
の
方
が
「
人
権

擁
護
委
員
」
と
し
て
法
務
大
臣

か
ら
委

嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

離
婚
や
扶
養

に
か

ら
か
人

権
問
題
、

土
地
の
境
界
、
旧
続
登
記
、
人
権
受
淋

こ
れ
ま
で
、
税
務
署
で
「

納
税
証
明

書
」
を
交
付
し
て
も
ら
う
場
合
の
手
数

料
は
、
税
目
別
・
年
度
別
・
証
明
事
項

別

な
ど
、
証
明
書
一

枚
に
つ
き
百
円
で

し
た
が
、
四
月
一

目
か
ら
二
百
円

に
改

正

さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
災
害
復
旧

資
金
の
借
入

の

た
め
等

の
証
明
書
の
交
付
手
数
料
は
、

こ
紅
ま
で
ど
か
り
免
除
さ
れ
ま
す
。

「

納
税
証
明
」
交
付
手
数
料

の
改
正

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
の
幸
福
と
繁
栄
の
た
め
に
幅
広

い
活

動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
税
金

は
、
こ
の

よ
う
な
活
動

の
大
切
な
財
源
と
な
り
、

私
た
ち
の
生
活
の
向
上
と
安
定
の
た
め

に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
、
こ

の
社
会

で
共
同
生
活
を
し
て

い
く
場
合

個
人
の
力
、
民
間
の
自
由
に
任
せ
て
お

い
た
の
で
は
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
部
分
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
個
人
の
力
、
民

間
の
自
由
に
任

せ
て
お
い
た
の
で
は
う
ま
く

い
か
な
い

部
分
を
受
持
つ
の
が
国
や
地
方
公
共
団

体
の
役

割
で
、
そ
の
活
動

を
支
え
て
い

る
の
が
私

た
ち
の
納
め
る
税
金
で
す
。

税
金
は
み
ん
な
の

た
め
に
使
わ
れ
る

蝦
　

名
　
正
　

由
（
青
森
市
）

（
木
　

村
　

恵
　
子
（
瀬
辺
地
）

○
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

久

慈

孝
三
郎
（
高
根
）

張
　

間
　
英
　

俊
（
長
科
）

中
　

川
　

ミ
　

ョ
（
郷
沢
）

佐
　

藤
　
　
　

覚

名

昴
県

）

（

北
　

川
　

喜

代
子

（

瀬
辺

地
）

戸
　

丸
　

美
　

夫

（

群
馬

県

）

（

大
　

宮
　

か
の
子

（

郷
沢

）

三

国

谷
　

清
　

二

（
青

森

市

）

（

松
　

本
　

富

貴
子

（
長

科

）

川
　

畸
　
　
　

実

（
広

瀬
）

（

川
　

村
　

妙
　

子

（
青

森

市

）

（

村
　

上
　

政
　

勝

（
蓬

田

）

’黒
　

田
　

み

っ
子

（
埼

玉

県

）

伊
　

茴
　

信
　

一
　（

神
奈

川

県
い

（

工
　

藤
　

弘
　

子

（
蓬

田

）

工
　

藤
　
　

．
男

（
中

沢

）

（

赤
　

石
　
　
　

子

（
南

部

町

）

○

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

飯
　
田
　

あ
ゆ
み
（

忠
男
・
長
女
）

坂
　
本
　

正
　

年
（
正
美
・
長
男
）

坂
　
本
　
光
　
麿
（
広
佳
・
長
男
）

三
　

上
　
　
　

睦
（

永
久
男
・
二
女
）

松
　

本
　

範
　

彦
（

喜
美
男
・
長
男
）

金
　
谷
　

哲
　

也
（

輝
治
・
長
男
）

八
　
幡
　

寿
　

一
　
二

郎
・
長
男
）

越
　
田
　

美
知
徳
（

政
憲
・
長
男
）

○

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（

高
比
良
　
昭
　

光
（
福
岡
県
）

山
　
谷
　

栄
　

子
（
阿
弥
陀
川
一

永
　
敷
　

栄
　

一
　（
岩

手
県
）

（

張
　
間
　

節
　
子

（
長

科
）

木
　

村
　

信
　

任
（
蓬

田
）

（

八
　
幡
　
恵
　
子
（
三
戸
町
）

（
滝
　

沢
　

啓
　
吾

（
北

海
道
）

中
　
川
　

れ
つ
子

（
郷
沢
）

山
　

舘
　

啓
　

悦
（
瀬
辺
地
）

（

泉
　
谷
　

洋
　
子

（
長

科
）

今
　
　
　

美
　

善
（
青
森
市
）

（

福
　
井
　

み
ち
よ
（
郷
沢
）

○

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

福
　
井
　

蔵
　
代

（
郷
沢
）

永
　

沢
　

真
　

希
（
長

科
）

二

月
受
付
分

張
　

閧
　

市
　
郎
（
長
科
）

（

石
　

田
　

栄
　
子
（
蟹
田
町
）

藤
　

本
　
正
　

敏
（
長
抖
）

（
西
　

塚
　

智
　
子
（
浪
岡
町
）

福
　
井
　

喜
　
一
　（
郷
沢
）

（

関
　
　
　

の
ぶ
子
（
東
京
都
）

神
　
山
　

義
　

照
（
青
森
市
）

（
森
　
　
　

節
　
子
（
阿
弥
陀
川
）

（
出
　

川
　

統
　
義
（
東
京
都
）

久
　
慈
　

磨
利
子
（
瀬
辺
地
）

（
竹
　
田
　

富
実
男
（

宮
崎
県
）

坂
　
本
　

留
理
子
（
中
沢
）

○

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

坂
　
本
　

ヨ
　

シ
（
中
沢
）

久
保
田
　

シ
　
ゲ
（
広
瀬
）

村
　
上
　

正
　

豊
（
蓬
田
）

青
　
木
　

秀
　

穂
（

阿
弥
陀
川
）

青
　
木
　

市
太
郎
（

阿
弥
陀
川
）

一
月
受
付
分

○
ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

木
　

村
　
真
佐
美
（
昇

次
・
長
女
）

森
　
　
　

明
　

美
（

勝
行
・
長
女
）

山
　

口
　
義
　

貴
（

義
正
・
長
男
）

坂
　

本
　

由
　
香
（

久
一
・
長
女
）

緇
　
谷
　

建
　
吾
（

啓
・
二
男
）

三
　

上
　
由
美
子
（

春
逸
・
長
女
）

越
　

田
　
笑
　

子
（

久
・
長
女
）

八
　
戸
　

一
　

幸

二

男
・
二
女
）

木
　

村
　
　
　

努
（

彰
・
三
男
）

若
　

佐
　

克
　
秀
（
秀

雄
・
長
男
）

田
　

中
　

ま
ゆ
子
（
正
一
・
長
女
）

藤
　

本
　
幹
　

人
（

光
秀
・
長
男
）

藤
　

本
　
　
　

徹
（

衛
・
長
男
）

福
　
井
　

勇
　
人
（
公

隆
・
長
男
）

福
　
田
　

広
　

志
（

郷
沢
）

（

津
　

島
　
順
　
子
（

蟹
田
町
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
お
悩
み
の
方

は
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
下

さ

い
。
一
○
本
村
の
人
権
擁
護
委
員

坂
　

本
　

繁
　

夫
（
中
沢
）

清
　

水
　

信
　

造
（
蓬
田
）

田
　

中
　
　
　

寛
（
広
瀬
）

戸

籍

の

窓

口

〔
市
町
村

名
は
本
籍
の
表
示
で

す
〕

十
二
月
受
付
分

○

ご
誕

生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

福
　
井
　

絵
理
香
（
隆
英
・
二

女
）

武
　

井
　

由
喜
子
（

繁
雄
・
二

女
）

藤
　
本
　
　
　

勇
（

勇
一
・
長
男
）

福
　
井
　

亜
　

希
（
一
男
・
長
男
）

佐
々
木
　

央
　
子
（

京
太
郎
・
二
女
い

○
ご

結
婚
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
　
本
　

宏
　

孝
（

中
沢
）

（
三
　

上
　

光
　

子
（

青
森
市
）

田
　

中
　

博

美
（

青
森
市
）

（
藤
　

本
　

房
　

子
（
長

科
）

村
　
上
　

四
　

男
（
蓬
田
）

（

福
　
島
　

悦
　

子
（
神
奈
川
県
）

（

久
　
慈
　

義
　

明
（
高
根
）

奥
　
谷
　

る
り
子
（
青
森

市
）

川
　

畸
　

智
　

幸
（

広
瀬
）

（
工
　

藤
　

美
津
代
（
青
森

市
）

藤
　
本
　

昭
　

男
（
長

科
）

（

岡
　
田
　

冨
美
子
（

五
所
川
原
）

増
　

村
　

安
　

次
（

青
森
市
）

（

佐
　
井
　

洋
　

子
（

広
瀬
）

小
　

松
　

万
亀
也
（
蓬
田

）

（

七
　
部
　

正
　

子
（

茨
城
県

）

小
　

鹿
　

義
　

美
（
長

科
）

（
吉
　

田
　

慎
　
子
（

蟹
田
町
）

大
久
保
　
　
　

丘
（

兵
庫
県
）

（

倉
　
谷
　

美
　

于
（

阿
弥

陀
川
）

室
　

谷
　

二
三

男
　
？
ｉＩ
　
Ｊ

（
小

川
　

昭
　
子

『


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

